
 

令和５年第２回定例会 

予算決算常任委員会環境生活農林水産分科会 

説明資料 

 

 

（所管事項説明） 

（１）私債権の放棄について ・・・・・・・・・・・・・・・・・・・ 資料１ 

（２）債権処理計画（令和４年度実績・令和５年度目標）について ・・ 資料２ 

 

（議案補充説明） 

（１）認定第６号 令和４年度三重県一般会計歳入歳出決算 

（２）認定第12号 令和４年度三重県就農施設等資金貸付事業等特別会計歳入歳出決算 

（３）認定第13号 令和４年度三重県地方卸売市場事業特別会計歳入歳出決算 

（４）認定第14号 令和４年度三重県林業改善資金貸付事業特別会計歳入歳出決算 

（５）認定第15号 令和４年度三重県沿岸漁業改善資金貸付事業特別会計歳入歳出決算 

                                   資料３ 

 

 

 

 

 

 

令和５年11月１日 

農 林 水 産 部 



 

 

 

 

 

 

 私債権の放棄について  

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

令和５年 11月 

農 林 水 産 部 

資料１ 



令和４年度 私債権の放棄について 

 
 
「三重県債権の管理及び私債権の徴収に関する条例」（以下「債権管理条例」という。）第

14条の規定に基づき、以下のとおり私債権を放棄しましたので、報告します。 

  

＜令和４年度 農林水産部関係放棄債権一覧＞ 

債権名 
調定件数 

（案件数） 
金額（円） 放棄事由 

林業・木材産業改善資金

貸付金に係る違約金 
1（1） 469,946 第２項第１号 

 

＜債権放棄事由＞ 

 消滅時効の期間が経過し、債務者が時効の援用をしていない私債権について、債務者に

差し押さえることができる財産がないため、債権管理条例第14条第２項第１号に該当する

ものとして債権放棄を行いました。 

 

＜支給から債権放棄までの流れ＞ 

平成16年６月   機械装置の取得資金として林業・木材産業改善資金367万円を貸付け 

平成20年２月   ４名の連帯保証人のうち1名が死亡し、相続人全員が相続放棄 

平成24年６月   主債務者である法人の経営不振により分割償還の延滞が発生 

         （以後、繰り返し督促を実施） 

平成28年11月   ４名の連帯保証人のうち１名が死亡し、相続人全員が相続放棄 

平成29年１月   存命の連帯保証人２名が貸付金元金の残額を償還 

令和２年６月   主債務者である法人の消滅時効が完成 

令和３年５、７月 存命の連帯保証人２名が違約金について消滅時効の援用 

令和４年中    主債務者である法人について、次の事項を確認 

① 代表者の死亡後解散・結了がなされないまま事業休止状態 

② 確認できる所有財産がないこと 

③ 事業を行っている事実、再開の見込みがないこと 

令和５年３月   債権管理条例第14条に基づく債権放棄（不納欠損処分） 
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※「三重県債権の管理及び私債権の徴収に関する条例」抜粋 

（私債権の放棄） 

第十四条 知事等は、私債権について次の各号のいずれかに該当する場合においては、当

該私債権及びこれに係る損害賠償金等を放棄することができる。 

一 （略） 

二 （略） 

２ 知事等は、私債権のうち 消滅時効の期間が経過したもの （債務者が援用をしていな

いものに限る。） について、次の各号のいずれかに掲げる事由があると認められるとき

は、当該私債権及びこれに係る損害賠償金等を放棄することができる。 

一 債務者に差し押さえることができる財産がないとき。 

二 強制執行をすることによって債務者の生活を著しく窮迫させるおそれがあるとき。 

三 債務者の所在及び差し押さえることができる財産が共に不明であるとき。 
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 債権処理計画（令和４年度実績・令和５年度目標）について 

令和５年 11月 

農 林 水 産 部 

資料２ 



令和４年度 債権処理計画（実績） 
 

総括票 ・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・  １ 
（非強制徴収公債権） 
旧三重県中央卸売市場施設使用料 ・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・  ２ 
旧三重県中央卸売市場電気水道料 ・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・  ３ 
（私債権） 
農業改良資金貸付金及び違約金 ・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・  ４ 
新規就農者総合支援事業費補助金返還金及び延滞金 ・・・・・・・・・・・・  ５ 
林業・木材産業改善資金貸付金及び違約金 ・・・・・・・・・・・・・・・・  ６ 
沿岸漁業改善資金貸付金及び違約金・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・  ７ 
 
 

令和５年度 債権処理計画（目標） 
 

総括票 ・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・  ８ 
（非強制徴収公債権） 
旧三重県中央卸売市場施設使用料 ・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・  ９ 
旧三重県中央卸売市場電気水道料 ・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・ １０ 
（私債権） 
農業改良資金貸付金及び違約金 ・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・ １１ 
新規就農者総合支援事業費補助金返還金及び延滞金・・・・・・・・・・・・・ １２ 
沿岸漁業改善資金貸付金及び違約金・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・ １３ 



様式(実績２)

令和４年度　債権処理計画（実績・総括票）

滞　納　債　権　の　現　状

目標達成率

全体比
C／B（％）

前年比
C／A（％）

全体比
D／B（％）

前年比
D／A（％）

D／C（％）

0 円 0 円 回収率 0 円 回収率

0 件 0 件 回収率 0 件 回収率

0 円 0 円 整理率 0 円 整理率

0 件 0 件 整理率 0 件 整理率

0 円 0 円 0 円 処理率 0 円 処理率 0 円 0 円

0 件 0 件 0 件 処理率 0 件 処理率 0 件 0 件

145,117 円 203,889 円 回収率 140.5 153,889 円 回収率 106.0 75.5
1 件 3 件 回収率 300.0 3 件 回収率 300.0 100.0
0 円 0 円 整理率 0 円 整理率

0 件 0 件 整理率 0 件 整理率

145,117 円 4,799,125 円 203,889 円 処理率 4.2 140.5 153,889 円 処理率 3.2 106.0 75.5 0 円 4,645,236 円

1 件 39 件 3 件 処理率 7.7 300.0 3 件 処理率 7.7 300.0 100.0 0 件 36 件

1,409,000 円 4,868,105 円 回収率 345.5 1,472,618 円 回収率 104.5 30.3
0 件 3 件 回収率 1 件 回収率 33.3

9,224,943 円 0 円 整理率 0.0 469,946 円 整理率 5.1
3 件 0 件 整理率 0.0 1 件 整理率 33.3

10,633,943 円 67,949,757 円 4,868,105 円 処理率 7.2 45.8 1,942,564 円 処理率 2.9 18.3 39.9 0 円 66,007,193 円

3 件 32 件 3 件 処理率 9.4 100.0 2 件 処理率 6.3 66.7 66.7 0 件 30 件

1,554,117 円 5,071,994 円 回収率 326.4 1,626,507 円 回収率 104.7 32.1
1 件 6 件 回収率 600.0 4 件 回収率 400.0 66.7

9,224,943 円 0 円 整理率 0.0 469,946 円 整理率 5.1
3 件 0 件 整理率 0.0 1 件 整理率 33.3

10,779,060 円 72,748,882 円 5,071,994 円 処理率 7.0 47.1 2,096,453 円 処理率 2.9 19.4 41.3 0 円 70,652,429 円

4 件 71 件 6 件 処理率 8.5 150.0 5 件 処理率 7.0 125.0 83.3 0 件 66 件

　１  部局長等名 農林水産部長

　２　取りまとめ担当課名 農林水産財務課

処理額 回収率・整理率 金額 金額

　３　令和４年度実績

債権の性格 種別

A　令和３年度
実績

B　当初
（令和３年度末）

 C　令和４年度　目　　標
（４年度発生分を除く。）

処理額 未済額 処理額 回収率・整理率

処理件数 未済件数 処理件数 処理件数 件数 件数

 D　実績（令和４年度末）
（４年度発生分を除く。）

E　４年度発生分
期末残高

F　令和４年度末
B－D＋E

主な債権

３－１
回収対象

強制徴収
公債権

整理対象

計

３－２
回収対象

旧三重県中央卸売市場施設使用料

非強制徴収
公債権

計

旧三重県中央卸売市場電気水道料

整理対象

３－３
回収対象

農業改良資金貸付金及び違約金

私債権

新規就農者総合支援事業費補助金返還金及び延滞金

整理対象
林業・木材産業改善資金貸付金及び違約金

沿岸漁業改善資金貸付金及び違約金

計

合計

回収対象

計

整理対象
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様式(実績１)

令和４年度　債権処理計画（実績・個票）

滞　納　債　権　の　現　状

目標達成率

全体比
C／B（％）

前年比
C／A（％）

全体比
D／B（％）

前年比
D／A（％）

D／C（％）

145,117 円 173,889 円 回収率 119.8 153,889 円 回収率 106.0 88.5

1 件 3 件 回収率 300.0 3 件 回収率 300.0 100.0

0 円 0 円 整理率 0 円 整理率

0 件 0 件 整理率 0 件 整理率

145,117 円 3,821,812 円 173,889 円 処理率 4.5 119.8 153,889 円 処理率 4.0 106.0 88.5 0 円 3,667,923 円

1 件 28 件 3 件 処理率 10.7 300.0 3 件 処理率 10.7 300.0 100.0 0 件 25 件

0 円 0 円 回収率 0 円 回収率

　毎月の納付状況を確認しながら、電話による督促を継続して行い、少額返納による回収に努
めた結果、153,889円を回収しました。

 ５  部局長等名 農林水産部長

 ６  所管課等名 農産物安全・流通課

 １  債権名 旧三重県中央卸売市場施設使用料
７
　
取
組
方
針

　債務者は資力に乏しく、今後まとまった返納は期待できないため、少額返納での回収が促進
されるよう引き続き毎月の納付状況を確認し、電話や自宅訪問での督促により回収に取り組
みます。

 ２  債権の性格 非強制徴収公債権

 ３　債権の概要
旧三重県中央卸売市場の市場施設使用料
※（廃止）三重県中央卸売市場条例第73条第1項
※（廃止）三重県中央卸売市場条例施行規則第86条

　９　令和４年度実績

債権の性格 種別

A　令和３年度
実績

B　当初
（令和３年度末）

 C　令和４年度　目　　標
（４年度発生分を除く。）

 ４　滞納となった要因等 債務者の業績不振のため
８
　
取
組
成
果

処理件数 未済件数 処理件数

 D　実績（令和４年度末）
（４年度発生分を除く。）

E　４年度発生分
期末残高

F　令和４年度末
B－D＋E

処理額 未済額 処理額 回収率・整理率 処理額 回収率・整理率 金額 金額

処理件数 件数 件数

整理対象

９－２
回収対象

非強制徴収
公債権

計
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様式(実績１)

令和４年度　債権処理計画（実績・個票）

滞　納　債　権　の　現　状

目標達成率
全体比

C／B（％）
前年比

C／A（％）
全体比

D／B（％）
前年比

D／A（％）
D／C（％）

0 円 30,000 円 回収率 0 円 回収率 0.0

0 件 0 件 回収率 0 件 回収率

0 円 0 円 整理率 0 円 整理率

0 件 0 件 整理率 0 件 整理率

0 円 977,313 円 30,000 円 処理率 3.1 0 円 処理率 0.0 0.0 0 円 977,313 円

0 件 11 件 0 件 処理率 0.0 0 件 処理率 0.0 0 件 11 件

0 円 0 円 回収率 0 円 回収率

 １  債権名 旧三重県中央卸売市場電気水道料
７
　
取
組
方
針

　債務者は資力に乏しく、今後まとまった返納は期待できないため、少額返納での回収が促進
されるよう引き続き毎月の納付状況を確認し、電話や自宅訪問での督促により回収に取り組
みます。

 ２  債権の性格 非強制徴収公債権

 ３　債権の概要

旧三重県中央卸売市場の市場施設使用のための電
気水道料
※（廃止）三重県中央卸売市場条例第73条第4項
※（廃止）三重県中央卸売市場条例施行規則第92条

　現状を把握するため、訪問（12月）を実施しましたが、債務者の資力が乏しいうえ、他にも多く
の債務を抱え、返済が厳しいとのことで、回収することができませんでした。

　９　令和４年度実績

債権の性格 種別

A　令和３年度
実績

B　当初
（令和３年度末）

 C　令和４年度　目　　標
（４年度発生分を除く。）

 ４　滞納となった要因等 債務者の業績不振のため
８
　
取
組
成
果

処理件数 未済件数 処理件数

 ５  部局長等名 農林水産部長

 ６  所管課等名 農産物安全・流通課

 D　実績（令和４年度末）
（４年度発生分を除く。）

E　４年度発生分
期末残高

F　令和４年度末
B－D＋E

処理額 未済額 処理額 回収率・整理率 処理額 回収率・整理率 金額 金額

処理件数 件数 件数

整理対象

９－２
回収対象

非強制徴収
公債権

計
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様式(実績１)

令和4年度　債権処理計画（実績・個票）

滞　納　債　権　の　現　状

目標達成率
全体比

C／B（％）
前年比

C／A（％）
全体比

D／B（％）
前年比

D／A（％）
D／C（％）

936,000 円 1,093,618 円 回収率 116.8 976,618 円 回収率 104.3 89.3

0 件 1 件 回収率 1 件 回収率 100.0

0 円 0 円 整理率 0 円 整理率

0 件 0 件 整理率 0 件 整理率

936,000 円 36,847,621 円 1,093,618 円 処理率 3.0 116.8 976,618 円 処理率 2.7 104.3 89.3 0 円 35,871,003 円

0 件 15 件 1 件 処理率 6.7 1 件 処理率 6.7 100.0 0 件 14 件

　債権管理強化月間を中心に電話による督促を行うことにより、976,618円を回収しま
した。

 ５  部局長等名 農林水産部長

 ６  所管課等名 担い手支援課

 １  債権名 農業改良資金貸付金及び違約金
７
　
取
組
方
針

　長期の延滞先に対しては、債務者の所得の状況と資産の適切な把握に努め、訪問・
電話等による督促を行います。

 ２  債権の性格 私債権

 ３　債権の概要

県が直接貸付を行っている農業者への貸付に関する未収債権
関係法令：農業改良資金助成法、三重県農業改良資金貸付規
則、三重県農業改良資金実施要綱、三重県農業改良資金事務
取扱要領

　９　令和４年度実績

債権の性格 種別

A　令和3年度
実績

B　当初
（令和3年度末）

 C　令和4年度　目　　標
（4年度発生分を除く。）

 ４　滞納となった要因等農業経営の悪化により未収金が発生したため
８
　
取
組
成
果

処理件数 未済件数 処理件数

 D　実績（令和4年度末）
（4年度発生分を除く。）

E　4年度発生分
期末残高

F　令和4年度末
B－D＋E

処理額 未済額 処理額 回収率・整理率 処理額 回収率・整理率 金額 金額

処理件数 件数 件数

整理対象

９－３
回収対象

私債権

計
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様式(実績１)

令和４年度　債権処理計画（実績・個票）

滞　納　債　権　の　現　状

目標達成率

全体比
C／B（％）

前年比
C／A（％）

全体比
D／B（％）

前年比
D／A（％）

D／C（％）

0 円 2,997,487 円 回収率 0 円 回収率 0.0

0 件 2 件 回収率 0 件 回収率 0.0

1,100,000 円 0 円 整理率 0.0 0 円 整理率 0.0

1 件 0 件 整理率 0.0 0 件 整理率 0.0

1,100,000 円 2,997,487 円 2,997,487 円 処理率 100.0 272.5 0 円 処理率 0.0 0.0 0.0 0 円 2,997,487 円

1 件 2 件 2 件 処理率 100.0 200.0 0 件 処理率 0.0 0.0 0.0 0 件 2 件

0 円 2,997,487 円 回収率 0 円 回収率 0.0

・直近の所在地を把握し、訪問、面談および催告を行い適切な債権回収に努めましたが、債
務者は収入が無いことなどを理由に返還に応じない姿勢を示しており、回収には至っていま
せん。

・本人が行方不明のため公示送達による督促を行うとともに、保証人である父親を訪問およ
び面談を行いましたが、資力が乏しく、回収に至っていません。

 ５  部局長等名 農林水産部長

 ６  所管課等名 担い手支援課

 １  債権名 新規就農者総合支援事業費補助金返還金及び延滞金 ７
　
取
組
方
針

債務者の資力状況等の適切な把握に努め、訪問や電話等による督促を行います。
 ２  債権の性格 私債権

 ３　債権の概要
就農に向けて、県が認める研修機関等において研修を行う者に
対して交付する補助金（農業次世代人材投資事業（準備型）（旧
青年就農給付金））

　９　令和４年度実績

債権の性格 種別

A　令和３年度
実績

B　当初
（令和３年度末）

 C　令和４年度　目　　標
（４年度発生分を除く。）

 ４　滞納となった要因等
・県による督促にもかかわらず、債務者に返還する意志が乏しく、
一向に返還に応じようとしないため
・債務者が行方不明であるため ８

　
取
組
成
果

処理件数 未済件数 処理件数

 D　実績（令和４年度末）
（４年度発生分を除く。）

E　４年度発生分
期末残高

F　令和４年度末
B－D＋E

処理額 未済額 処理額 回収率・整理率 処理額 回収率・整理率 金額 金額

処理件数 件数 件数

整理対象

９－３
回収対象

私債権

計
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様式(実績１)

令和４年度　債権処理計画（実績・個票）

滞　納　債　権　の　現　状

目標達成率
全体比

C／B（％）
前年比

C／A（％）
全体比

D／B（％）
前年比

D／A（％）
D／C（％）

0 円 140,000 円 回収率 0 円 回収率 0.0

0 件 0 件 回収率 0 件 回収率

8,124,943 円 0 円 整理率 0.0 469,946 円 整理率 5.8

2 件 0 件 整理率 0.0 1 件 整理率 50.0

8,124,943 円 469,946 円 140,000 円 処理率 29.8 1.7 469,946 円 処理率 100.0 5.8 335.7 0 円 0 円

2 件 1 件 0 件 処理率 0.0 0.0 1 件 処理率 100.0 50.0 0 件 0 件

　調査の結果、債務者が無財産で廃業状態であり、また、連帯保証人についても消滅時効援
用や相続放棄等により、債権回収が不可能であることが確認されました。
そのため、債権放棄を行い、不納欠損処理を行いました。

 ５  部局長等名 農林水産部長

 ６  所管課等名 森林・林業経営課

 １  債権名 林業・木材産業改善資金貸付金及び違約金
７
　
取
組
方
針

　長期の延滞先に対しては、引き続き相続関係の調査等により催告対象者の把握に努め、
債権回収を図っていきます。

 ２  債権の性格 私債権

 ３　債権の概要
林業・木材産業改善資金助成法に規定する事業計画を認定され
た林業・木材産業業者に対して、県が行う設備導入等の資金の
貸付（三重県林業・木材産業改善資金貸付規則）

　９　令和４年度実績

債権の性格 種別

A　令和３年度
実績

B　当初
（令和３年度末）

 C　令和４年度　目　　標
（４年度発生分を除く。）

 ４　滞納となった要因等
林業・木材産業の不振や材価の低迷による林業経営
等の悪化 ８

　
取
組
成
果

処理件数 未済件数 処理件数

 D　実績（令和４年度末）
（４年度発生分を除く。）

E　４年度発生分
期末残高

F　令和４年度末
B－D＋E

処理額 未済額 処理額 回収率・整理率 処理額 回収率・整理率 金額 金額

処理件数 件数 件数

整理対象

９－３
回収対象

私債権

計

- 6 -



様式(実績１)

令和４年度　債権処理計画（実績・個票）

滞　納　債　権　の　現　状

目標達成率

全体比
C／B（％）

前年比
C／A（％）

全体比
D／B（％）

前年比
D／A（％）

D／C（％）

473,000 円 637,000 円 回収率 134.7 496,000 円 回収率 104.9 77.9

0 件 0 件 回収率 0 件 回収率

0 円 0 円 整理率 0 円 整理率

0 件 0 件 整理率 0 件 整理率

473,000 円 27,634,703 円 637,000 円 処理率 2.3 134.7 496,000 円 処理率 1.8 104.9 77.9 0 円 27,138,703 円

0 件 14 件 0 件 処理率 0.0 0 件 処理率 0.0 0 件 14 件

　徴収強化月間を中心に、訪問・電話等による督促を行った結果、496,000円を回収しました。 ５  部局長等名 農林水産部長

 ６  所管課等名 水産振興課

 １  債権名 沿岸漁業改善資金貸付金及び違約金
７
　
取
組
方
針

　長期の延滞先に対しては、債務者の経営状況等の適切な把握に努め、訪問・電話等による
督促を行います。

 ２  債権の性格 私債権

 ３　債権の概要

県が直接貸付を行っている沿岸漁業者への貸付に関する
未収債務(沿岸漁業改善資金助成法、沿岸漁業改善資金
助成法施行令、三重県沿岸漁業改善資金貸付規則、三重
県沿岸漁業改善資金事務取扱要綱)

　９　令和４年度実績

債権の性格 種別

A　令和３年度
実績

B　当初
（令和３年度末）

 C　令和４年度　目　　標
（４年度発生分を除く。）

 ４　滞納となった要因等
沿岸漁業改善資金貸付金では、水揚の不振や魚価の
低迷等による漁業経営の悪化から未収金が発生して
おり、その延滞期間は長期化しています。 ８

　
取
組
成
果

処理件数 未済件数 処理件数

 D　実績（令和４年度末）
（４年度発生分を除く。）

E　４年度発生分
期末残高

F　令和４年度末
B－D＋E

処理額 未済額 処理額 回収率・整理率 処理額 回収率・整理率 金額 金額

処理件数 件数 件数

整理対象

９－３
回収対象

私債権

計
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様式（目標２）

令和５年度　債権処理計画（目標・総括票）

滞　納　債　権　の　現　状

全体比
Ｂ／Ａ（％）

前年比
Ｂ／Ｃ（％）

0 円 回収率 0 円

0 件 回収率 0 件

0 円 整理率 0 円

0 件 整理率 0 件

0 円 0 円 処理率 0 円

0 件 0 件 処理率 0 件

210,117 円 回収率 136.5 153,889 円

1 件 回収率 33.3 3 件

0 円 整理率 0 円

0 件 整理率 0 件

4,645,236 円 210,117 円 処理率 4.5 136.5 153,889 円

36 件 1 件 処理率 2.8 33.3 3 件

4,725,487 円 回収率 335.9 1,407,000 円

2 件 回収率 0 件

0 円 整理率 0 円

0 件 整理率 0 件

66,007,193 円 4,725,487 円 処理率 7.2 335.9 1,407,000 円

30 件 2 件 処理率 6.7 0 件

4,935,604 円 回収率 316.2 1,560,889 円

3 件 回収率 100.0 3 件

0 円 整理率 0 円

0 件 整理率 0 件

70,652,429 円 4,935,604 円 処理率 7.0 316.2 1,560,889 円

66 件 3 件 処理率 4.5 100.0 3 件

　 ※　前年度に完済した債権は、現年度の債権処理計画（目標）を作成しないことから、Ｃ欄に含まれません。

     完済した債権を含む前年度の債権処理実績は、別冊「債権処理計画（実績）」でまとめています。

合計

回収

整理

計

３－３
回収

農業改良資金貸付金及び違約金

私債権

新規就農者総合支援事業費補助金返還金及び延滞金

整理
沿岸漁業改善資金貸付金及び違約金

計

３－２
回収

旧三重県中央卸売市場施設使用料

非強制徴収
公債権

旧三重県中央卸売市場電気水道料

整理

計

処理件数 処理件数

整理

３－１
回収

強制徴収
公債権

主な債権

未済件数

債権の性格 種別

計

未済額 処理額 回収率・整理率 処理額

Ａ　令和４年度末
 Ｂ　令和５年度　目　　標
（５年度発生分を除く。）

Ｃ　令和５年度当初に存在する債
権にかかる令和４年度処理額

（４年度発生分を除く。)

　１  部局長等名 農林水産部長

　２　取りまとめ担当課名 農林水産財務課

　３　令和５年度目標
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様式（目標１）

令和５年度　債権処理計画（目標・個票）

滞　納　債　権　の　現　状

全体比
Ｂ／Ａ（％）

前年比
Ｂ／Ｃ（％）

180,117 円 回収率 117.0 153,889 円

1 件 回収率 33.3 3 件

0 円 整理率 0 円

0 件 整理率 0 件

3,667,923 円 180,117 円 処理率 4.9 117.0 153,889 円

25 件 1 件 処理率 4.0 33.3 3 件

0 円 回収率 0 円

８－２
回収

非強制徴収
公債権

整理

計

備考

未済件数 処理件数

未済額 処理額 回収率・整理率 処理額

Ｃ　令和５年度当初に存在する債
権にかかる令和４年度処理額

（４年度発生分を除く。)

　８　令和５年度目標

債権の性格 種別

Ａ　令和４年度末
 Ｂ　令和５年度　目　　標
（５年度発生分を除く。）

処理件数

 ４　滞納となった要因等 債務者の業績不振のため

 ５  部局長等名 農林水産部長

 ６  所管課等名 農産物安全・流通課

 １  債権名 旧三重県中央卸売市場施設使用料
７
取
組
方
針

債務者は資力に乏しく、今後まとまった返納は期待できないため、少額返納での回収
が促進されるよう引き続き毎月の納付状況を確認し、電話や自宅訪問での督促によ
り回収に取り組みます。

 ２  債権の性格 非強制徴収公債権

 ３　債権の概要
旧三重県中央卸売市場の市場施設使用料
※（廃止）三重県中央卸売市場条例第73条第1項
※（廃止）三重県中央卸売市場条例施行規則第86条
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様式（目標１）

令和５年度　債権処理計画（目標・個票）

滞　納　債　権　の　現　状

全体比
Ｂ／Ａ（％）

前年比
Ｂ／Ｃ（％）

30,000 円 回収率 0 円

0 件 回収率 0 件

0 円 整理率 0 円

0 件 整理率 0 件

977,313 円 30,000 円 処理率 3.1 0 円

11 件 0 件 処理率 0.0 0 件

円 回収率 円

８－２
回収

非強制徴収
公債権

整理

計

備考

未済件数 処理件数

未済額 処理額 回収率・整理率 処理額

Ｃ　令和５年度当初に存在する債
権にかかる令和４年度処理額

（４年度発生分を除く。)

農産物安全・流通課

　８　令和５年度目標

債権の性格 種別

Ａ　令和４年度末
 Ｂ　令和５年度　目　　標
（５年度発生分を除く。）

処理件数

 １  債権名 旧三重県中央卸売市場電気水道料
７
取
組
方
針

債務者は資力に乏しく、今後まとまった返納は期待できないため、少額返納での回収
が促進されるよう引き続き毎月の納付状況を確認し、電話や自宅訪問での督促によ
り回収に取り組みます。

 ２  債権の性格 非強制徴収公債権

 ３　債権の概要

旧三重県中央卸売市場の市場施設使用のための電気水道
料
※（廃止）三重県中央卸売市場条例第73条第4項
※（廃止）三重県中央卸売市場条例施行規則第92条

 ４　滞納となった要因等 債務者の業績不振のため

 ５  部局長等名 農林水産部長

 ６  所管課等名
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様式（目標１）

令和5年度　債権処理計画（目標・個票）

滞　納　債　権　の　現　状

全体比
Ｂ／Ａ（％）

前年比
Ｂ／Ｃ（％）

1,088,000 円 回収率 119.4 911,000 円

0 件 回収率 0 件

0 円 整理率 0 円

0 件 整理率 0 件

35,871,003 円 1,088,000 円 処理率 3.0 119.4 911,000 円

14 件 0 件 処理率 0.0 0 件

８－３
回収

私債権
整理

計

備考

未済件数 処理件数

未済額 処理額 回収率・整理率 処理額

Ｃ　令和５年度当初に存在する債権
にかかる令和４年度処理額

（４年度発生分を除く。)

　８　令和５年度目標

債権の性格 種別

Ａ　令和４年度末
 Ｂ　令和５年度　目　　標
（５年度発生分を除く。）

処理件数

 ４　滞納となった要因等 農業経営の悪化により未収金が発生したため

 ５  部局長等名 農林水産部長

 ６  所管課等名 担い手支援課

 １  債権名 農業改良資金貸付金及び違約金
７
取
組
方
針

債務者の所得の状況及び資産の適切な把握に努め、訪問・電話等による督促を行い
ます。

 ２  債権の性格 　私債権

 ３　債権の概要
県が直接貸付を行っている農業者への貸付に関する未収債権
関係法令：農業改良資金助成法、三重県農業改良資金貸付規則、三重県
農業改良資金実施要綱、三重県農業改良資金事務取扱要領
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様式（目標１）

令和５年度　債権処理計画（目標・個票）

滞　納　債　権　の　現　状

全体比
Ｂ／Ａ（％）

前年比
Ｂ／Ｃ（％）

2,997,487 円 回収率 0 円

2 件 回収率 0 件

0 円 整理率 0 円

0 件 整理率 0 件

2,997,487 円 2,997,487 円 処理率 100.0 0 円

2 件 2 件 処理率 100.0 0 件

８－３
回収

私債権
整理

計

備考

未済件数 処理件数

未済額 処理額 回収率・整理率 処理額

Ｃ　令和５年度当初に存在する債
権にかかる令和４年度処理額

（４年度発生分を除く。)

担い手支援課

　８　令和５年度目標

債権の性格 種別

Ａ　令和４年度末
 Ｂ　令和５年度　目　　標
（５年度発生分を除く。）

処理件数

 １  債権名 新規就農者総合支援事業費補助金返還金及び延滞金
７
取
組
方
針

債務者の所得の状況、資産及び所在地の適切な把握に努め、訪問、電話等による督
促を行います。

 ２  債権の性格 私債権

 ３　債権の概要
就農に向けて、県が認める研修機関等において研修を行う
者に対して交付する補助金（農業次世代人材投資事業（準
備型）（旧青年就農給付金））

 ４　滞納となった要因等
・県による督促にもかかわらず、債務者に返還する意志が乏
しく、一向に返還に応じようとしないため
・債務者が行方不明であるため

 ５  部局長等名 農林水産部長

 ６  所管課等名
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様式（目標１）

令和５年度　債権処理計画（目標・個票）

滞　納　債　権　の　現　状

全体比
Ｂ／Ａ（％）

前年比
Ｂ／Ｃ（％）

640,000 円 回収率 129.0 496,000 円

0 件 回収率 0 件

0 円 整理率 0 円

0 件 整理率 0 件

27,138,703 円 640,000 円 処理率 2.4 129.0 496,000 円

14 件 0 件 処理率 0.0 0 件

８－３
回収

私債権
整理

計

備考

未済件数 処理件数

未済額 処理額 回収率・整理率 処理額

Ｃ　令和５年度当初に存在する債
権にかかる令和４年度処理額

（４年度発生分を除く。)

　８　令和５年度目標

債権の性格 種別

Ａ　令和４年度末
 Ｂ　令和５年度　目　　標
（５年度発生分を除く。）

処理件数

 ４　滞納となった要因等
沿岸漁業改善資金貸付金では、水揚の不振や魚価の
低迷等による漁業経営の悪化から未収金が発生してお
り、その延滞期間は長期化しています。

 ５  部局長等名 農林水産部長

 ６  所管課等名 水産振興課

 １  債権名 沿岸漁業改善資金貸付金及び違約金

７
取
組
方
針

長期の延滞先に対しては、債務者の経営状況等の適切な把握に努め、訪問・電話等
による督促を行います。

 ２  債権の性格 私債権

 ３　債権の概要

県が直接貸付を行っている沿岸漁業者への貸付に関する未
収債務(沿岸漁業改善資金助成法、沿岸漁業改善資金助成
法施行令、三重県沿岸漁業改善資金貸付規則、三重県沿岸
漁業改善資金事務取扱要綱)

- 13 -



 

 

 

 

 

令 和 ４ 年 度 

 歳 入 歳 出 決 算 補 充 説 明 書  

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

令和５年 11 月 

農 林 水 産 部 

 

 

 

資料３ 



 1 

農林水産部の所管する令和４年度歳入歳出決算につきまして、お手元

の「令和４年度三重県歳入歳出決算に関する説明書」に基づき、ご説明 

申し上げます。 

 

【一般会計の歳入決算】 

  まず、一般会計の歳入決算について、ご説明申し上げます。 

予算現額         406 億 4,866 万 5,103 円 

調定額           268 億 3,778 万 3,605 円 

収入済額     268 億 3,478 万 6,118 円 

収入未済額        299 万 7,487 円 

 

 

   以下、項目ごとにご説明申し上げます。 

 

 第７款 分担金及び負担金  

第１項 分担金 

第１目 農林水産業費分担金（40 頁） 

予算現額      3 億 5,572 万 6,200 円 

調定額       2 億 8,262 万 4,187 円 

収入済額       2 億 8,262 万 4,187 円 

これは、主として公共事業の地元分担金であります。 

なお、予算現額に対して、7,310 万 2,013 円の減収となりました

が、これは主として、 
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経営体育成基盤整備事業費地元分担金 ▲6,426 万 9,740 円 

県営かんがい排水事業費地元分担金  ▲  809 万 9,750 円 

  などで、主に事業の翌年度への繰越によるものであります。 

収入済額の主なものは、次のとおりです。 

 

第２項 負担金 

第４目 農林水産業費負担金（42 頁） 

予算現額      18 億   394 万 6,463 円 

調定額       12 億 6,768 万 6,982 円 

収入済額      12 億 6,768 万 6,982 円 

これは、主として公共事業の市町負担金であります。 

なお、予算現額に対して、5 億 3,625 万 9,481 円の減収となりま

したが、これは主として、 

湛水防除事業費負担金       ▲2 億 2,080 万 4,950 円 

経営体育成基盤整備事業費負担金  ▲1 億 7,440 万 4,154 円 

  などで、主に事業の翌年度への繰越によるものであります。 

収入済額の主なものは、次のとおりです。 

科   目 (節) 収 入 済 額 

湛水防除事業費負担金 ２５６，６９１，７３０円 

経営体育成基盤整備事業費負担金 ２４３，２５０，２４６円 

国営等関連対策事業費負担金 ２０７，１３４，４８１円 

 

 

科   目 （節） 収 入 済 額 

経営体育成基盤整備事業費地元分担金 １７５，０００，４６０円 

県営かんがい排水事業費地元分担金 ６４，８２６，２５０円 
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第８款 使用料及び手数料  

第１項 使用料 

第１目 総務使用料（46 頁）のうち、当部関係は、 

予算現額           0 円 

調定額          9,000 円 

収入済額         9,000 円 

これは、土地使用料の収入であります。 

 

第５目 農林水産使用料（48 頁） 

予算現額         1,157 万 8,000 円 

調定額          1,180 万 4,847 円 

収入済額         1,180 万 4,847 円 

これは、農業大学校授業料、漁港施設使用料等の収入であります。 

収入済額の主なものは、次のとおりです。 

科   目 (節) 収 入 済 額 

農業大学校授業料 ６，６９９，９００円 

漁港施設使用料 ２，５３６，０３７円 

建物使用料 １，７４９，６４４円 

 

第２項 手数料 

第５目 農林水産手数料（58 頁） 

予算現額       1 億   501 万 9,000 円 

調定額        1 億   333 万 4,620 円 

収入済額      1 億   333 万 4,620 円 
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これは、家畜伝染病予防検査・注射手数料、漁船登録手数料等の

収入であります。 

収入済額の主なものは、次のとおりです。 

科   目 (節) 収 入 済 額 

家畜伝染病予防検査・注射手数料 ６７，２８３，４５０円 

漁船登録手数料 １４，７１６，０００円 

狩猟免許等手数料 ９，６９０，６００円 

 

第９款 国庫支出金 

第１項 国庫負担金 

第６目 農林水産業費負担金（72 頁） 

予算現額      83 億 8,215 万 8,180 円 

調定額       51 億 7,449 万 3,179 円 

収入済額      51 億 7,449 万 3,179 円 

これは、公共事業等の実施に伴う国庫負担金であり、予算現額に

対し、32億 766万 5,001円の減収となりましたが、これは主として、 

経営体育成基盤整備事業費負担金  ▲ 8 億 7,323 万 8,000 円 

団体営ため池等整備事業費負担金 ▲ 7 億 1,988 万 1,000 円 

基幹土地改良施設防災機能拡充保全事業費負担金 

  ▲ 6 億 4,884 万 1,015 円 

などで、主に事業の翌年度への繰越によるものであります。 

収入済額の主なものは、次のとおりです。 

科   目 (節) 収 入 済 額 

団体営ため池等整備事業費負担金 １，３４７，０５５，５００円 

経営体育成基盤整備事業費負担金 １，３０８，０６４，７５０円 

県営ため池等整備事業費負担金 ６２６，９８１，９８０円 
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第９目 災害復旧費負担金（78 頁）のうち、当部関係は、 

予算現額         6,793 万 3,000 円 

調定額          3,816 万円 

収入済額         3,816 万円 

これは、林道災害復旧事業等に係るものであります。 

なお、予算現額に対し、2,977 万 3,000 円の減収となりましたが、

これは主として、 

団体営災害耕地復旧事業費負担金  ▲ 3,031 万円 

などで、主に充当事業の実績減によるものであります。 

  収入済額の内訳は、次のとおりです。 

科   目 (節) 収 入 済 額 

林道災害復旧費負担金 ３２，０６２，０００円 

団体営災害耕地復旧事業費負担金 ６，０９８，０００円 

 

第２項 国庫補助金 

第５目 農林水産業費補助金（92 頁）のうち、当部関係は、 

予算現額     125 億   311 万 9,135 円 

調定額       84 億   526 万 6,312 円 

収入済額      84 億   526 万 6,312 円 

これは、農林水産業の事業実施に係る国庫補助金であります。 

なお、予算現額に対し、40 億 9,785 万 2,823 円の減収となりま

したが、これは主として、 

新型コロナウイルス感染症対応地方創生臨時交付金 

▲9 億 2,051 万 4,069 円 

畜産収益力強化対策事業費補助金    ▲6 億 5,971 万 2,000 円 
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農山漁村地域整備交付金          ▲6億 2,500万 9,524円 

水産物供給基盤整備事業費補助金     ▲5億 7,908万 4,000円 

 などで、主に充当事業の実績減及び事業の翌年度への繰越によるも

のであります。 

収入済額の主なものは、次のとおりです。 

科   目 (節) 収 入 済 額 

新型コロナウイルス感染症対応地方創生臨

時交付金 
１，６４５，０６１，９３１円 

農山漁村地域整備交付金 ９１４，０３３，６１１円 

多面的機能支払交付金 ７０６，９０２，０００円 

 

第３項 委託金 

第５目 農林水産業費委託金（114 頁） 

予算現額              1,139 万 3,000 円 

調定額          1,130 万 7,396 円 

収入済額          1,130 万 7,396 円 

これは、保安林整備管理事業等に係る委託金の収入であります。 

収入済額の主なものは、次のとおりです。 

科   目 (節) 収 入 済 額 

保安林整備事業費委託金 １０，０８６，５１６円 

 

第 10 款 財産収入 

第１項 財産運用収入 

第１目 財産貸付収入（120 頁）のうち、当部関係は、 

予算現額                           0 円 

調定額                         1,500 円 
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収入済額               1,500 円 

これは、林業研究所所有地内の電柱にかかる地所貸下料でありま

す。 

 

第２目 利子及び配当金（120 頁）のうち、当部関係は、 

予算現額         17 万円 

調定額          13 万 3,403 円 

収入済額         13 万 3,403 円 

これは、三重県中山間ふるさと・水と土保全基金等の利子収入で

あります。 

 

第３目 特許権等運用収入（120 頁）のうち、当部関係は、 

予算現額       1,223 万 6,000 円 

調定額        1,260 万   885 円 

収入済額       1,260 万   885 円 

これは特許権の実施許諾等に伴う収入であります。 

 

第２項 財産売払収入 

第１目 不動産売払収入（120 頁）のうち、当部関係は、 

予算現額           496 万円 

調定額           582 万 3,126 円 

収入済額         582 万 3,126 円 

これは、林業研究所旧採穂園用地等の売払収入であります。 
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第２目 物品売払収入（120 頁）のうち、当部関係は、 

予算現額       5,938 万 3,000 円 

調定額        5,538 万 5,299 円 

収入済額       5,538 万 5,299 円 

これは、畜産関係の試験研究に係る牛、豚の売払収入等でありま

す。 

 

第３目 生産物売払収入（122 頁）のうち、当部関係は、 

予算現額        9,446 万 7,000 円 

調定額         8,696 万 4,609 円 

収入済額        8,696 万 4,609 円 

これは、生産種苗や農業試験・畜産関係等に係る果実・生乳等の

売払収入であります。 

収入済額の主なものは、次のとおりです。 

科   目 (節) 収 入 済 額 

畜産関係生産物売払収入 ３５，０８５，３６１円 

農業試験関係生産物売払収入 ３２，２５５，６６２円 

生産種苗売払収入 １９，３１２，４５１円 

 

第 11 款 寄附金 

第１項 寄附金 

第 12 目 農林水産業費寄附金（126 頁） 

予算現額                  158 万 1,000 円 

調定額                    158 万 1,700 円 

収入済額             158 万 1,700 円 
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これは、みえアウトドア・ヤングサポーター育成事業及び水産業

支援に係る寄附金であります。 

 

第 12 款 繰入金 

第１項 特別会計繰入金 

第１目 他会計繰入金（128 頁）のうち、当部関係は、 

予算現額               1,256 万 7,000 円 

調定額                 1,256 万 6,335 円 

収入済額           1,256 万 6,335 円 

これは、就農施設等資金貸付事業等特別会計からの繰入金であり

ます。 

 

第２項 基金繰入金 

第１目 基金繰入金（128 頁）のうち、当部関係は、 

予算現額      16 億 7,300 万 1,000 円 

調定額       16 億 3,796 万 5,081 円 

収入済額      16 億 3,796 万 5,081 円 

これは、みえ森と緑の県民税基金等からの繰入金であります。 

なお、予算現額に対し、3,503 万 5,919 円の減収となりましたが、

これは主として事業実績の減に伴い、みえ森とみどりの県民税基金

繰入金からの繰入金が減となったものです。 

収入済額の主なものは、次のとおりです。 

科   目 (細節) 収 入 済 額 

みえ森と緑の県民税基金繰入金 １，１７３，１７６，０４６円 
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第 13 款 繰越金 

第 1 項 繰越金 

第１目 繰越金（130 頁）のうち、当部関係は、 

予算現額       6 億   805 万 3,861 円 

調定額        6 億   805 万 3,861 円 

収入済額       6 億   805 万 3,861 円 

これは、前年度からの事業の繰越に伴う繰越金であります。 

 

第 14 款 諸収入 

第４項 貸付金元利収入（134 頁）のうち、当部関係は、 

予算現額       1 億 9,562 万 6,000 円 

調定額                  9,562 万 5,907 円 

収入済額           9,562 万 5,907 円 

これは、森林育成促進資金貸付金等に係る元利収入等であります。 

なお、予算現額に対し、1 億 93 円の減収となりましたが、これは

主として森林整備加速化・林業再生基金事業貸付金元利収入の皆減

によるものであります。 

収入済額の内訳は、次のとおりです。 

科   目 （目） 収 入 済 額 

森林育成促進資金貸付金元利収入 ９５,０００,０００円 

就農支援資金貸付金返還金収入 ６２５,９０７円 

 

 

 

 



 11 

第５項 受託事業収入  

第５目 農林水産関係受託事業収入（138 頁） 

予算現額       4 億 5,381 万 9,000 円 

調定額        2 億 8,959 万 2,476 円 

収入済額       2 億 8,959 万 2,476 円 

これは、漁港海岸保全受託事業、競争的研究プロジェクト受託事

業等に係る収入であります。 

なお、予算現額に対し、1 億 6,422 万 6,524 円の減収となりまし

たが、これは、主に事業の翌年度への繰越によるものであります。 

収入済額の主なものは、次のとおりです。 

科   目 （節） 収 入 済 額 

漁港海岸保全受託事業収入 １６５，４５８，０００円 

競争的研究プロジェクト受託事業収入 ５３，１３０，９７７円 

 

第６項 収益事業収入 

第１目 宝くじ収入（142 頁）のうち、当部関係は、 

予算現額         1 億 3,904 万円 

調定額          1 億 1,714 万 4,120 円 

収入済額         1 億 1,714 万 4,120 円 

であります。 

なお、予算現額に対し、2,189 万 5,880 円の減収となりましたが、

これは、主に充当事業の実績減によるものであります。 
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第８項 雑入 

第２目 雑入（142 頁）のうち、当部関係は、 

予算現額    2 億 3,329 万 4,264 円 

調定額    2 億 2,688 万 3,421 円 

収入済額   2 億 2,688 万 3,421 円 

これは、主として、換地清算金等の収入であります。 

収入済額の主なものは、次のとおりです。 

科   目 （細節） 収 入 済 額 

雑入 １３６，３５７，０６４円 

農業用河川工作物整備負担金  ８０，９３２，２６４円 

 

 第３目 過年度収入（146 頁）のうち、当部関係は、 

予算現額                  0 円 

調定額               299 万 7,487 円 

収入済額                       0 円 

収入未済額      299 万 7,487 円 

収入未済額は、新規就農者総合支援事業費補助金返還金及び延滞

金であります。 

 

第５目 弁償金（146 頁）のうち、当部関係は、 

予算現額        54 万 9,000 円 

調定額         73 万 2,722 円 

収入済額        73 万 2,722 円 

これは、委託業務にかかる損害金や公用車の交通事故に伴う相手

方からの弁償金であります。 
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第６目 違約金及び延納利息（148 頁）のうち、当部関係は、 

予算現額         4 万 5,000 円 

調定額          4 万 5,150 円 

収入済額         4 万 5,150 円 

これは、物品購入契約に係る違約金等であります。 

 

第 15 款 県債 

第１項 県債 

  第４目 農林水産債（156 頁） 

予算現額       139 億   300 万円 

調定額        83 億 8,000 万円 

収入済額       83 億 8,000 万円 

これは、県単治山事業費等の公共事業等への充当であります。 

なお、予算現額に対して、55億 2,300万円の減収となりましたが、

これは主として、 

基幹土地改良施設防災機能拡充保全事業費充当 

    ▲15 億 1,200 万円 

県単治山事業費充当         ▲9 億 5,200 万円 

経営体育成基盤整備事業費充当   ▲4 億 9,700 万円 

などで、主に事業の翌年度への繰越によるものであります。 

収入済額の主なものは、次のとおりです。 
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以上が歳入の概要であります。 

科   目 （節） 収 入 済 額 

県単治山事業費充当 １，７９５，０００，０００円 

基幹土地改良施設防災機能拡充保全事業費

充当 
１，０３３，０００，０００円 

治山事業費充当 ８１４，０００，０００円 

経営体育成基盤整備事業費充当 ７２３，０００，０００円 

県営ため池等整備事業費充当 ６０７，０００，０００円 
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【一般会計の歳出決算】 

引き続き、一般会計の歳出決算についてご説明申し上げます。 

 予算現額     524 億 5,361 万 5,103 円 

 支出済額     375 億 6,445 万 3,376 円 

  繰越額      132 億   570 万 3,678 円 

  不用額       16 億 8,345 万 8,049 円 

   

以下、項目ごとにご説明申し上げます。 

 

第６款 農林水産業費（314 頁）は、 

予算現額     523 億 6,807 万 7,103 円 

  支出済額     375 億 1,631 万   776 円 

  繰越額      131 億 9,133 万 6,678 円 

  不用額       16 億 6,042 万 9,649 円 

  繰越額の主なものは、 

  基幹土地改良施設防災機能拡充保全事業費 

       24 億 2,829 万 1,200 円 

  高度水利機能確保基盤整備事業費   16 億 2,918 万 4,400 円 

県単治山事業費            9 億 7,527 万 5,000 円 

などであり、主な理由としましては、国の補正予算に伴う交付決定の

時期などから、事業完了できなかったことによる繰越と、公共事業に

おいて施工に伴う協議・調整等により不測の日数を要したため、やむ

を得ず繰り越したものであります。 
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  不用額の主なものは、事業の実施精査に伴う事業費の減等による執

行残等であります。 

以下、項目ごとにご説明申し上げます。 

 

第１項 農業費（314 頁） 

 予算現額      108 億 7,643 万 8,000 円 

 支出済額    101 億 9,134 万 8,439 円 

 繰越額     4 億 1,049 万 8,000 円 

 不用額     2 億 7,459 万 1,561 円 

繰越額は、 

肥料価格高騰対策緊急支援事業費   3 億 6,249 万 9,000 円 

農産物の生産振興事業費         4,799 万 9,000 円 

であり、肥料価格高騰対策緊急支援事業の一部について国費が翌年度

へ繰越となったこと、また農産物の生産振興事業については穀類貯蔵

施設整備の支援においてトルコ・シリア大地震の影響により資材の調

達が困難となり、やむを得ず繰り越したものであります。 

不用額の主なものは、事業の実施精査に伴う事業費の減等による執

行残であります。 

 

  以下、農業費の支出済額の内容をご説明申し上げます。 

 

 第１目 農業総務費（314 頁） 

  予算現額             76 億 7,431 万 5,000 円 

  支出済額             76 億   253 万 3,852 円 
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  不用額                    7,178 万 1,148 円 

となっております。 

  支出済額の主なものは、次のとおりです。 

事 業 目 支 出 済 額 説   明 

農政総務費 

（人件費）  
７５億２,９４０万３,４００円 農林水産関係職員分  

農政総務費 

(一般管理事業費他) 
７,１５８万４,８４６円 消耗品、旅費他 

 

第２目 農林水産振興費（316 頁） 

 予算現額 3,744 万 7,000 円 

 支出済額     3,620 万 8,420 円 

 不用額         123 万 8,580 円 

となっております。 

  支出済額の主なものは、次のとおりです。 

事 業 目 支 出 済 額 説   明 

農林水産ネット販

売販路拡大支援事

業費 

 

 

1,３９６万１,８２２円 新型コロナウイルスの感染拡

大による観光・交流の減少など

により、県内農林水産業者の売

り上げが減少していることか

ら、首都圏の消費者に県産農林

水産物等の新鮮さや品質の高さ

などを体感していただき、ネッ

ト販売等での継続購入を促進す

るために要した経費。 

 

戦略的ブランド化

推進事業費 

１,００６万９,１４７円 特に優れた県産品とその生産

者を、三重ブランドとして認定

し情報発信することや、地域の

食に関する多様な関係者が参画

する地域食農連携プロジェクト

（ＬＦＰ）への支援を通して、

県産農林水産物の認知度向上及

びイメージアップを図るために

要した経費。 
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第３目 農業改良普及費（316 頁） 

予算現額         4,180 万 1,000 円 

支出済額         3,978 万 1,622 円 

不用額            201 万 9,378 円 

となっております。 

支出済額の内訳は、次のとおりです。 

事 業 目 支 出 済 額 説   明 

農業経営体育成普及

事業費 

３,９７８万１,６２２円 経営体育成等の効率的な普及

活動の実施に要した経費。 

 

第４目 農業振興費（318 頁） 

予算現額              7,573 万 4,000 円 

支出済額              7,219 万 9,332 円 

不用額                    353 万 4,668 円 

となっております。 

  支出済額の主なものは、次のとおりです。 

事 業 目 支 出 済 額 説   明 

みえフードイノベー

ション総合推進事業

費 

６,０２７万５,１５３円  農林水産資源を活用して、生産

者、食品産業事業者、ものづくり

企業等の多様な業種や、大学、研

究機関、金融機関、市町、県など

産学官のさまざまな主体の知恵

や技術を結集し融合することに

より、地域が抱える課題を解決

し、新たな商品やサービスを革新

的に生み出す仕組みづくりに要

した経費。 
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農業のスマート化促

進事業費 

７５５万８,７３８円  スマート農業機械を導入する

際の負担軽減を図るため、国の

「スマート農林水産業の全国展

開に向けた導入支援事業費補助

金」を活用した、スマート農業機

械の共同購入・共同利用の取組へ

の支援に要した経費。 

 

 

第５目 農林漁業担い手対策費（320 頁） 

  予算現額         3 億   295 万 7,000 円 

  支出済額     2 億 8,946 万 3,778 円 

  不用額      1,349 万 3,222 円 

 となっております。 

  支出済額の主なものは、次のとおりです。 

事 業 目 支 出 済 額 説   明 

新規就農者総合支援

事業費 

２億 ９６６万３,７８４円 青年の就農意欲の喚起と就農

後の定着を図るため、国の新規

就農者育成総合対策等を活用し

た事業に要した経費。 

（新規就農希望者への就農準備

資金等の交付、新規就農者への

経営開始資金等の交付、機械・

施設等の導入を支援する経営発

展支援事業、就農希望者への実

践的な研修農場の整備を支援す

るサポート体制構築事業の交

付） 

 

農業研修教育支援 

事業費   

 

 

 

６,０５４万３,０３６円 農業大学校の運営や施設整備

を行うとともに、農業に係る高

度な技術及び経営の実践的な教

育による優れた農業経営者の養

成等に要した経費。 
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第６目 農作物対策費（322 頁） 

予算現額    11 億 7,169 万 3,000 円 

支出済額     10 億 9,269 万 6,925 円 

繰越額        4,799 万 9,000 円 

不用額      3,099 万 7,075 円 

 となっております。 

  支出済額の主なものは、次のとおりです。 

事 業 目 支 出 済 額 説   明 

農産物の生産振興事

業費 
９億 ４９９万７,１５４円 米・麦・大豆の品質向上と生

産振興、水稲農家の経営所得安

定対策を進めるために要した経

費。 

園芸特産物の生産振興と安定

供給を図るため、生産指導や価

格安定対策に取り組むととも

に、消費拡大に向けた情報発信

を行うために要した経費。 

 

卸売市場流通対策事

業費 

１億２,２９８万７,８６７円 

 

卸売市場法及び三重県卸売市

場条例に基づき、地方卸売市場

等の指導・助言及び市場活性化

へ向けた支援を行うとともに、

三重県地方卸売市場の適正な運

営を図るための特別会計への財

源繰出に要した経費。 

 

 

第７目 農水金融対策費（324 頁） 

  予算現額            7,048 万 9,000 円 

  支出済額            6,964 万 2,251 円 

  不用額             84 万 6,749 円 

 となっております。 

  支出済額の主なものは、次のとおりです。 
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事 業 目 支 出 済 額 説   明 

農業経営近代化資金

融通事業費 

 

６,８５７万５,８４９円 

 

認定農業者等が低利な資金を

円滑に調達できるよう、機械・

設備等資金を貸し付ける金融機

関に対し利子補給を行うこと

や、物価高騰による影響を受け

る農業者の資金繰りを支援する

ため、農業経営近代化資金の融

資枠を拡大し、保証料を補助す

るために要した経費。 

 

 

 第８目 農業協同組合費（324 頁） 

  予算現額            11 万 8,000 円 

  支出済額             10 万 5,514 円 

  不用額               1 万 2,486 円 

  となっております。 

  支出済額の内訳は、次のとおりです。 

  

第 10 目 農林水産団体検査費（324 頁） 

  予算現額           100 万円 

  支出済額           100 万円 

  不用額                0 円 

となっております。 

支出済額の内訳は、次のとおりです。 

事 業 目 支 出 済 額 説   明 

農協・農業共済指導

事業費 

１０万５,５１４円 

 

農業協同組合、農業共済団体等

が地域農業の発展を支える組織

として活発に活動できるよう、適

正な事業運営の確保に向けた指

導を行ったことに要した経費。 
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第 12 目 農業経営対策費（326 頁） 

予算現額    3 億 9,031 万 5,000 円 

支出済額     3 億 7,539 万 4,146 円 

不用額         1,492 万   854 円 

となっております。 

支出済額の主なものは、次のとおりです。 

事 業 目 支 出 済 額 説   明 

獣害につよい地域づ

くり推進事業費 

２億３,９９７万８,４５２円 鳥獣被害防止特別措置法に基

づき市町が作成した被害防止計

画を達成するために、市町や地域

協議会が取り組む侵入防止柵の

計画的な整備や捕獲活動等の支

援に要した経費。 

 

野生鳥獣管理事業費 ９,２０１万３,０６２円 野生鳥獣の保護・管理のため、

鳥獣保護管理員による狩猟の取

締や指導、狩猟免許試験や更新講

習の開催、指定管理鳥獣の捕獲、

鳥獣保護区等の指定及び野生鳥

獣の生息管理に要した経費。 

また、野生イノシシによる豚熱

感染拡大を防止するため、野生イ

ノシシの捕獲強化に要した経費。 

 

  

 

 

 

事 業 目 支 出 済 額 説   明 

農林水産団体検査事

業費 

         １００万円 

 

農業協同組合、森林組合、水産

業協同組合、土地改良区等、及び

農業共済組合の健全な育成を図

るため、組織、業務及び会計の処

理状況について、法に基づく検査

を実施するために要した経費。 
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第 13 目 農林漁業経営体育成費（328 頁） 

  予算現額           6 億 2,659 万 5,000 円 

  支出済額      2 億 4,354 万   325 円 

繰越額        3 億 6,249 万 9,000 円 

  不用額         2,055 万 5,675 円 

 となっております。 

  支出済額の主なものは、次のとおりです。 

事 業 目 支 出 済 額 説   明 

農林水産業版プ

ラットフォーム

整備事業費 

  

１億２,０１９万１,５１３円 担い手の確保・育成や効率的な経営

体の育成などの重要課題に対応する

ため、県、関係機関、関係団体の連携

を強化した総合推進体制（農林水産業

版プラットフォーム）を確立するとと

もに、その中核となる支援機関である

(公財)三重県農林水産支援センター

による新規就農者及び農業への企業

参入の支援、担い手への農地の集積・

集約化のための取組に要した経費。 

 

地域農政推進対

策事業費 

８,４５７万４,４８０円  効率的かつ安定的な農業経営が農

業生産の相当部分を担うような農業

構造を確立するため、認定農業者の育

成、農業経営の法人化などの担い手育

成対策とともに、農地の利用集積を進

め、農業経営基盤の強化に要した経

費。 

 

 

 

第 14 目 農業試験研究費（328 頁） 

 予算現額      4 億 8,397 万 4,000 円 

 支出済額      3 億 6,878 万 2,274 円 

 不用額      1 億 1,519 万 1,726 円 

となっております。 
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支出済額の内訳は、次のとおりです。 

事 業 目 支 出 済 額 説   明 

農業試験研究管理費  ３億  ９０６万 ５２４円 農業研究所及び各地域研究室

（茶業、花植木、伊賀農業、紀

南果樹）の庁舎及びほ場、温室

等における、適正な管理運営に

要した経費。 

 

農業技術開発推進費 ５,９７２万１,７５０円 県内農業者から早急に解決が

求められた課題や今後の県農業

の発展に資する高度な技術開発

に要した経費。 

 

 

 

第２項 畜産業費（330 頁） 

 予算現額      38 億 7,717 万 1,000 円 

 支出済額     23 億 3,473 万 9,248 円 

  繰越額              5 億 2,584 万   914 円 

 不用額        10 億 1,659 万   838 円 

繰越額は、全て飼料価格高騰緊急対策事業費であり、飼料価格高騰

による畜産事業者の飼料購入費に対する補助のうち１月から３月分に

ついては補助額の確定が翌年度になることから繰り越したものであり

ます。 

 不用額の主なものは、高収益型畜産連携体育成事業費の事業実績の

減及び家畜衛生防疫事業費の豚熱・鳥インフルエンザの防疫措置に要

する経費について、県内で発生がなかったことによる執行残でありま

す。 

  以下、畜産業費の支出済額の内容をご説明申し上げます。 
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第１目 畜産振興費（330 頁） 

 予算現額       28 億 9,643 万円 

 支出済額      18 億 1,387 万 8,448 円 

 繰越額               5 億 2,584 万   914 円 

 不用額          5 億 5,671 万   638 円 

となっております。 

支出済額の主なものは、次のとおりです。 

事 業 目 支 出 済 額 説   明 

飼料価格高騰緊急対

策事業費               

１４億１,６２１万６,０８６円 

 

飼料価格の高騰に伴う県内

畜産農家の急激な負担増を軽

減するため、配合飼料、単味飼

料及び粗飼料の購入費の一部

を緊急に支援するために要し

た経費。 

 

高収益型畜産連携体

育成事業費 

 

２億８,２９４万５,９６０円 

 

畜産業の持続的発展に向け、

畜産経営体を核とし、耕種農家

や関連事業者等が連携する高

収益型畜産連携体の育成に取

り組むとともに、 家畜飼養管

理施設等の整備を支援するた

めに要した経費。 

 

 

第２目 家畜保健衛生費（332 頁） 

 予算現額          8 億   887 万 2,000 円 

 支出済額            3 億 6,293 万 5,526 円 

 不用額           4 億 4,593 万 6,474 円 

となっております。 

支出済額の内訳は、次のとおりです。 
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第３目 畜産業試験研究費（334 頁） 

  予算現額       1 億 7,186 万 9,000 円 

  支出済額         1 億 5,792 万 5,274 円 

  不用額              1,394 万 3,726 円 

となっております。 

  支出済額の内訳は、次のとおりです。 

事 業 目 支 出 済 額 説   明 

畜産業試験研究管理

費 

 

 

１億２,０４２万９,６４８円 畜産研究所における一般運営

管理、家畜管理、家畜衛生に関

する施設管理及びほ場管理等に

要した経費。 

 

 

事 業 目 支 出 済 額 説   明 

家畜衛生危機管理体

制維持事業費 

１億９,８９３万５,８６１円 豚熱等の発生に備え、家畜保

健衛生所における危機管理体

制を維持するための設備・備品

の設置及びメンテナンスの実

施、畜産農場への防疫資材購入

支援、養豚農場への野生動物侵

入防止柵等の導入支援、豚熱経

口ワクチン散布に伴う野生い

のししの調査捕獲の実施、野生

いのししに対する豚熱検査体

制の整備等に要した経費。 

 

家畜衛生防疫事業費 １億６,３９９万９,６６５円 豚熱・高病原性鳥インフルエ

ンザなどの発生予防・まん延防

止のため、畜産農家への立入に

よる病気の検査や家畜の飼養

衛生管理の指導、また豚熱発生

農場における防疫措置、豚熱感

染拡大防止のための飼養豚へ

のワクチン接種や野生いのし

しに対する豚熱検査の実施に

要した経費。 
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畜産業技術開発推進

費 

 

 

 

 

３,７４９万５,６２６円 県民の畜産業や食に対する多

様な期待に応えるため、早急に

解決すべき課題や県内畜産業の

生産性向上、食品産業事業者等

との連携による売れる商品につ

ながる試験研究に要した経費。 

 

 

第３項 農地費（336 頁） 

  予算現額    206 億   776 万 4,637 円 

  支出済額        131 億 5,305 万 8,667 円 

  繰越額           73 億 6,710 万 2,454 円 

  不用額        8,760 万 3,516 円 

繰越額の主なものは、 

基幹土地改良施設防災機能拡充保全事業費 24 億 2,829 万 1,200 円 

高度水利機能確保基盤整備事業費         16 億 2,918 万 4,400 円 

県営ため池等整備事業費          9 億 1,497 万 7,000 円 

などであり、国の補正予算に伴う交付決定の時期などから、事業完了

できなかったことによる繰越と、公共事業において施工に伴う協議・

調整等により不測の日数を要したため、やむを得ず繰り越したもので

あります。 

  また、不用額の主なものは、事業の実施精査に伴う事業費の減等に

よる執行残であります。 

以下、農地費の支出済額の内容をご説明申し上げます。 
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第１目 農地総務費（336 頁） 

  予算現額             1 億 4,038 万円 

  支出済額       1 億 3,992 万   214 円 

  不用額                      45 万 9,786 円 

となっております。 

  支出済額の内訳は、次のとおりです。 

事 業 目 支 出 済 額 説   明 

農地総務費 １億３,９９２万 ２１４円 過年度未登記案件の是正及び

県管理自作農財産の管理業務並

びに換地清算金等に要した経費。 

 

 

  

第２目 土地改良費（336 頁） 

  予算現額    64 億 7,614 万 5,151 円 

  支出済額         41 億 3,428 万 1,320 円 

  繰越額           23 億 2,769 万   396 円 

  不用額       1,417 万 3,435 円 

となっております。 

支出済額の主なものは、次のとおりです。 

事 業 目 支 出 済 額 説   明 

高度水利機能確保基

盤整備事業費 

２４億８,９７８万７,７４１円 農地の集積、大規模営農に取

り組む意欲ある農業経営体の効

率的な営農の実現に向け、用水

路のパイプライン化など農業生

産基盤の整備に要した経費。 

 

基幹農業水利施設ス

トックマネジメント

事業費 

８億７,１２６万８,２０４円 老朽化が進行しているダム、

頭首工、排水機場、幹線水路等

の基幹的施設の長寿命化を図る

ため、緊急に必要な補修、補強、

更新工事に要した経費。 
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県営かんがい排水事

業費 

３億６,５３１万４,０００円 農業生産の基礎となる農業用

水の確保、適期・適量供給及び

農地排水の改良を図るため、基

幹的な農業水利施設の整備・更

新に要した経費。 

 

 

第３目 農地防災事業費（338 頁） 

予算現額         93 億 5,739 万   220 円 

支出済額     49 億 5,613 万   859 円 

繰越額              43 億 4,157 万 4,121 円 

不用額     5,968 万 5,240 円 

となっております。 

   支出済額の主なものは、次のとおりです。 

事 業 目 支 出 済 額 説   明 

基幹土地改良施設防

災機能拡充保全事業

費 

１８億７,４８７万４,８００円 

 

農地等の湛水被害などの被災

を軽減し、県民の安全を確保す

るため、排水機場等の土地改良

施設の調査、改修及び設備更新

に要した経費。 

 

県営ため池等整備事

業費 

１４億８,７０６万８,９４７円 農業用用排水施設（ため池、

頭首工、水路等）の老朽化等に

より発生する決壊その他の事故

による農地、農業用施設、公共

施設、人家等への災害を未然に

防止するための施設改修に要し

た経費。 

 

団体営ため池等整備

事業費 

１３億６,５７３万１,９７６円 早急に整備を要する水路等の

用排水施設の改修、ため池の防

災減災対策を推進するための地

震・豪雨耐性評価や事業計画の

作成に要した経費。 
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第６目 農地調整費（342 頁） 

  予算現額    1 億 9,859 万 9,000 円 

  支出済額     1 億 9,008 万 8,756 円 

  不用額                  851 万   244 円 

 となっております。 

 支出済額の主なものは、次のとおりです。 

事 業 目 支 出 済 額 説   明 

農業委員会及び

農業委員会ネッ

トワーク機構助

成費 

１億６,１８６万６,６４１円 農地制度の適切な運用による

優良農地の確保や担い手の確

保・育成、担い手への農地集積

等の促進など、県農業会議及び

市町農業委員会の業務に対する

助成に要した経費。 

 

 

 第７目 中山間振興費（342 頁） 

  予算現額          14 億 4,001 万円 

  支出済額          10 億 5,405 万 1,599 円 

  繰越額         3 億 8,203 万 2,000 円 

  不用額                 392 万 6,401 円 

となっております。 

  支出済額の主なものは、次のとおりです。 

事 業 目 支 出 済 額 説   明 

県営中山間地域総

合整備事業費 

８億 ４６１万７,０００円 中山間地域における農業・農村

の活性化を図るため、地域の特性

に応じた農業生産基盤及び生活

環境基盤の総合的な整備に要し

た経費。 
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中山間地域等直接

支払事業費 

２億２,２２８万 ８８２円 農業生産条件が不利な中山間

地域において、耕作放棄地の発生

を未然に防止するため、平地との

生産条件格差の一定額を農業者

等に交付することに要した経費。 

 

 

第８目 農村振興費（344 頁） 

予算現額     22 億 5,196 万 8,266 円 

支出済額     19 億 3,531 万 8,235 円 

繰越額     3 億 1,580 万 5,937 円 

不用額        84 万 4,094 円 

となっております。 

支出済額の主なものは、次のとおりです。 

事 業 目 支 出 済 額 説   明 

日本型直接支払事

業費 

１０億４,４８７万４,９０６円 農用地、水路、農道などの地域

資源の基礎的な保全管理や地域

の質的向上を図る共同活動、施設

の長寿命化のための活動に対す

る支援に要した経費。 

 

命と暮らしを守る

農道保全対策事業

費 

５億４,８０４万３,１００円 災害時の緊急避難路及び物資

の輸送路を確保するため、基幹と

なる農道等の保全・安全対策に要

した経費。 

 

 

 

第９目 国営等推進費（346 頁） 

予算現額    7 億 4,327 万 2,000 円 

支出済額      7 億 4,326 万 7,684 円 

不用額      4,316 円 

 となっております。 
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  支出済額の主なものは、次のとおりです。 

事 業 目 支 出 済 額 説   明 

国営等関連対策事業

費 

６億６,５３２万７,４３７円 地域特性を生かした生産振興

や農産物の安定供給を図るた

め、大規模な国営農業利水事業

等の負担金に要した経費。 

 

 

第４項 林業費（348 頁） 

  予算現額     111 億 2,341 万 9,466 円 

  支出済額      84 億 3,226 万 7,497 円 

  繰越額       24 億 7,163 万 2,310 円 

  不用額              2 億 1,951 万 9,659 円 

  繰越額の主なものは、 

県単治山事業費     9 億 7,527 万 5,000 円 

治山事業費      7 億 1,021 万 1,000 円 

などであり、国の補正予算に伴う交付決定の時期などから、事業完了

できなかったことによる繰越と、公共事業において施工に伴う協議・

調整等により不測の日数を要したため、やむを得ず繰り越したもので

あります。 

  また、不用額の主なものは、事業の実施精査に伴う事業費の減等に

よる執行残であります。 

  以下、林業費の支出済額の内容をご説明申し上げます。 
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 第１目 林業総務費（348 頁） 

  予算現額          6 億 4,754 万円 

  支出済額       6 億 3,912 万 3,960 円 

  不用額       841 万 6,040 円 

となっております。 

支出済額の主なものは、次のとおりです。 

事 業 目 支 出 済 額 説   明 

みえ森林・林業アカ

デミー拠点整備事業

費 

５億 ５２６万６,４３９円 「みえ森林・林業アカデミ

ー」における効率的な講座運営

及び充実した教育環境を実現

するため、新たな拠点施設の整

備に要した経費。 

 

森林育成促進資金貸

付金 

９,５００万円 森林の公益的な機能を守る

ため、森林管理等に関し県内の

森林組合、三重県森林組合連合

会が行う各種林業事業に必要

な運転資金を融資するため、農

林中央金庫への預託に要した

経費。 

 

みえ森林・林業アカ

デミー運営事業費 

３,５６８万９,４７４円 「みえ森林・林業アカデミ

ー」において、次代を担う人材

育成を目的に、主に既就業者を

対象とした基本コースや、今後

の森林整備の推進に重要な役

割を果たす市町職員向けの講

座、専門的・実践的な知識・技

術向上を集中的に行う選択講

座などの実施に要した経費。 

 

 

第２目 林業振興指導費（350 頁） 

  予算現額          5 億 3,686 万 5,000 円 

  支出済額       3 億 5,920 万 6,078 円 

  繰越額               7,500 万円 
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  不用額          1 億   265 万 8,922 円 

となっております。 

支出済額の主なものは、次のとおりです。 

事 業 目 支 出 済 額 説   明 

林業・木材産業構造

改革事業費 

１億 ５６０万７,０２９円 森林の有する多面的機能の発

揮や林業の持続的かつ健全な発

展という森林・林業基本法の基

本理念の達成に向け、間伐材の

供給力の強化及び地域材の生

産・供給体制の整備や地域材の

需要拡大を図るため、木材加工

流通施設整備等の支援に要した

経費。 

 

森林整備加速化・林業

再生基金事業費 

１億円 森林整備加速化・林業再生事

業費補助金に係る国庫補助金相

当額の国庫への納付に要した経

費。 

 

 

第４目 森林病害虫防除費（352 頁） 

  予算現額               22 万 4,000 円 

  支出済額                18 万 4,820 円 

   不用額                   3 万 9,180 円 

 となっております。 

支出済額の内訳は、次のとおりです。 

事 業 目 支 出 済 額 説   明 

森 林 病 害 虫 防

除費 

１８万４,８２０円 森林病害虫等防除法に基づき指定

した「保全すべき松林」に対し、市町

が実施する予防措置を行う際の参考

となる発生予察事業に要した経費。 
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第５目 造林費（352 頁） 

  予算現額    10 億 2,126 万 6,466 円 

  支出済額       7 億 8,936 万 5,705 円 

  繰越額      1 億 8,407 万 5,310 円 

  不用額      4,782 万 5,451 円 

となっております。 

支出済額の主なものは、次のとおりです。 

 

第６目 林道費（354 頁） 

  予算現額    12 億 4,298 万 5,000 円 

  支出済額       7 億 4,555 万 6,000 円 

  繰越額      4 億 9,742 万 9,000 円 

  不用額      0 円 

 となっております。 

支出済額の主なものは、次のとおりです。 

 

事 業 目 支 出 済 額 説   明 

造林事業費 ４億１,３７２万３,０００円 森林の計画的かつ適正な管理

を促進し、森林の持つ公益的機能

の高度発揮や、資源循環利用が可

能な森林資源の質的充実を図る

森林整備に対して、国補事業を活

用して助成を行うために要した

経費。 

 

災害に強い森林づく

り推進事業費 

３億５,００２万１,７０５円 流木となる恐れのある渓流沿

いの危険木の伐採・搬出及び渓流

内に異常堆積した土砂や流木の

撤去等に要した経費。 
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事 業 目 支 出 済 額 説   明 

林道事業費 ７億４,０８３万９,０００円 森林の適正な維持管理により

森林の有する公益的機能を高度

に発揮させるとともに、林産物

の安定供給に寄与するため、林

道の開設や改良の実施に要した

経費。 

 

 

第７目 治山費（356 頁） 

  予算現額         52 億 3,865 万円 

  支出済額    35 億 4,170 万 5,159 円 

  繰越額      16 億 8,548 万 6,000 円 

  不用額     1,145 万 8,841 円 

となっております。 

支出済額の主なものは、次のとおりです。 

事 業 目 支 出 済 額 説   明 

県単治山事業費 １８億５,０４１万５,０００円 山地に起因する自然災害か

ら、県民の生命・財産を守るた

め、人家等に近接する山地災害

危険地区などの荒廃森林の復旧

や予防工事、既設施設の維持管

理等に要した経費。 

 

治山事業費 １６億７,２６１万円 山地に起因する自然災害か

ら、県民の生命・財産を守るた

め、荒廃地等において、治山ダ

ム等による復旧及び予防工事を

行うとともに、荒廃の進んだ保

安林の機能を向上させるため、

本数調整伐等の森林整備に要し

た経費。 
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第８目 緑化対策費（358 頁） 

  予算現額           19 億 1,522 万 1,000 円 

  支出済額     18 億 8,989 万 8,359 円 

  不用額    2,532 万 2,641 円 

となっております。 

支出済額の主なものは、次のとおりです。 

事 業 目 支 出 済 額 説   明 

みえ森と緑の県民

税基金積立金 

１１億４,９２５万１,２２０円 「みえ森と緑の県民税」の税

収額と基金の年度末残高に対応

する利子相当額を「みえ森と緑

の県民税基金」へ積み立てるた

めに要した経費。 

 

みえ森と緑の県民

税市町交付金事業

費 

６億  ８３３万５,２７５円 市町が地域の実情に応じて創

意工夫して森林づくりの施策を

展開するための交付金や、県と

市町が連携して面的な森林整備

や獣害対策などの課題に取り組

むための交付金、及び台風など

の倒木被害によりライフライン

を寸断する恐れのある危険木の

事前伐採に取り組む市町への交

付金の交付に要した経費。 

 

 

第９目 森林総務費（360 頁） 

  予算現額            3 億 4,666 万 1,000 円 

  支出済額     3 億 3,850 万 9,301 円 

  不用額    815 万 1,699 円 

となっております。 

支出済額の主なものは、次のとおりです。 
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事 業 目 支 出 済 額 説   明 

森林環境譲与税基金

積立金 

１億４,３０３万５,９３３円 森林環境譲与税の譲与額及び

基金利子相当額を三重県森林環

境譲与税基金へ積み立てるため

に要した経費。 

 

森林情報基盤整備事

業費 

１億１,５６９万９,５６０円 効率的な森林管理を促進する

とともに、災害に強い森林づく

りを効果的に進めるため、航空

レーザ測量による詳細な森林資

源情報や精度の高い地形データ

の取得に要した経費。 

 

 

第 10 目 林業試験研究費（362 頁） 

  予算現額          2,902 万円 

  支出済額          2,747 万 4,390 円 

不用額            154 万 5,610 円 

となっております。 

支出済額の主なものは、次のとおりです。 

事 業 目 支 出 済 額 説   明 

林業試験研究管理費 ２,６８１万６,２９２円 林業研究所の運営並びに施設

の設備・機器の維持管理、整備

等に要した経費。 

 

 

 

第 11 目 野生生物共生費（364 頁） 

 予算現額          1,852 万 5,000 円 

  支出済額          1,809 万 3,483 円 

  不用額               43 万 1,517 円 

 となっております。 

  支出済額の内訳は、次のとおりです。 
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事 業 目 支 出 済 額 説   明 

野生生物保護事業費 １，８０９万３,４８３円 野生生物に対する保護意識の

啓発を図るポスターコンクー

ル、希少野生動植物種の保全活

動、高病原性鳥インフルエンザ

に係る調査、及び自然環境保全

指導員による巡視活動や情報収

集に要した経費。 

 

 

第 12 目 自然公園費（366 頁） 

  予算現額    1 億 2,646 万 2,000 円 

   支出済額    8,315 万   242 円 

  繰越額      2,964 万 2,000 円 

  不用額     1,366 万 9,758 円 

 となっております。 

  支出済額の主なものは、次のとおりです。 

事 業 目 支 出 済 額 説   明 

自然に親しむ施設整

備事業費 

５,７６４万７,８３４円  利用者が優れた自然環境や自

然景観に親しむことができるよ

う、国立・国定公園及び長距離

自然歩道において、適切かつ安

全な利活用を促進するための施

設整備に要した経費。 

 

自然公園利用促進事

業費 

２,５４８万８,４４６円 東海自然歩道、近畿自然歩道

等県内６施設の維持管理委託等

に要した経費。 
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第５項 水産業費（366 頁） 

  予算現額     58 億 8,328 万 4,000 円 

  支出済額    34 億   489 万 6,925 円 

  繰越額     24 億 1,626 万 3,000 円 

  不用額       6,212 万 4,075 円 

  繰越額の主なものは、 

県営水産生産基盤整備事業費      5 億 7,962 万円 

県営漁港海岸保全事業費        3 億 7,000 万円 

県営漁港施設機能強化事業費      3 億 6,600 万円 

などであり、国の補正予算に伴う交付決定の時期などから、事業完了

できなかったことによる繰越と、公共事業において施工に伴う協議・

調整等に不測の日数を要したため、やむを得ず繰り越したものであり

ます。 

  また、不用額の主なものは、事業の実施精査に伴う事業費の減等に

よる執行残であります。 

   

以下、水産業費の支出済額の内容をご説明申し上げます。 

 

 第１目 水産業振興費（366 頁） 

  予算現額          1 億 8,910 万円 

  支出済額    1 億 7,797 万 5,924 円 

  不用額       1,112 万 4,076 円 

となっております。 

支出済額の主なものは、次のとおりです。 
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事 業 目 支 出 済 額 説   明 

強い水産業づくり施

設整備事業費 

９,００１万６,７００円 県営和具漁港周辺の水産業従

事者や漁港背後の漁村住民等を

対象とした、津波避難施設の新

築に要した経費。 

 

 

第２目 水産業協同組合指導費（368 頁） 

  予算現額             9 万 2,000 円 

  支出済額             5 万   874 円 

  不用額              4 万 1,126 円 

となっております。 

  支出済額の内訳は、次のとおりです。 

事 業 目 支 出 済 額 説   明 

漁業協同組合組織強

化事業費 

５万 ８７４円 漁業協同組合の合併推進活動

及び経営改善支援に要した経

費。 

 

 

 

第３目 漁業取締費（368 頁）  

  予算現額              1 億 1,431 万 8,000 円 

  支出済額              1 億 1,141 万   192 円 

  不用額                290 万 7,808 円 

 となっております。 

  支出済額の内訳は、次のとおりです。 

事 業 目 支 出 済 額 説   明 

漁業取締船整備費 ８,５３３万７,８１０円 漁業取締の機能充実のため、

漁業取締船「神島」の定期検査

や、漁業取締船「伊勢」及び「は

やたか」の係留用浮桟橋の更新

設計に要した経費。 
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漁業監督費 ２,６０７万２,３８２円 漁業秩序を維持するため、関

係機関等との連携を密にした漁

業取締業務の実施や、漁業取締

船及び附属艇の機能維持管理に

要した経費。 

 

 

第４目 漁港管理費（370 頁） 

予算現額              426 万円 

支出済額                    375 万 9,598 円 

不用額                       50 万   402 円 

となっております。 

  支出済額の内訳は、次のとおりです。 

事 業 目 支 出 済 額 説   明 

漁港管理費 ３７５万９,５９８円 県営漁港の維持管理等に要し

た経費。 

 

 

 

 第５目 資源管理費（370 頁） 

  予算現額              1 億 2,589 万 4,000 円 

  支出済額              1 億 2,337 万 5,262 円 

  不用額               251 万 8,738 円 

となっております。 

  支出済額の主なものは、次のとおりです。 

事 業 目 支 出 済 額 説   明 

栽培漁業推進事業費 ５,１６２万６,２７９円 県内の栽培漁業の推進を図る

ため、（公財）三重県水産振興事

業団に委託し、三重県栽培漁業

センターにおいて行ったヒラ

メ、クルマエビ、アワビの種苗

生産及び供給に要した経費。 
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栽培漁業センター整

備費 

３,０９１万円     安定した種苗生産を実施する

ため、三重県尾鷲栽培漁業セン

ター及び三重県栽培漁業センタ

ーの設備、機器の更新を行うた

めに要した経費。 

 

 

第６目 水産基盤整備費（372 頁） 

予算現額    51 億 2,564 万 9,000 円 

  支出済額    26 億 9,351 万 6,933 円 

  繰越額     24 億 1,626 万 3,000 円 

  不用額     1,586 万 9,067 円 

となっております。 

 支出済額の主なものは、次のとおりです。 

事 業 目 支 出 済 額 説   明 

県営水産生産基盤整

備事業費 

９億４,３４２万３,０００円 

 

大規模自然災害による浸水被

害の低減及び生産体制の早期再

開や漁業の作業効率向上、荒天

時出荷による付加価値化など、

水産業競争力強化の実現のた

め、漁港海岸保全施設と一体と

なって背後地を守る防波堤など

の漁港施設の整備を実施するた

めに要した経費。 

 

県営漁港海岸保全事

業費 

２億７,７６６万７,０００円 

 

 高潮・波浪・津波による浸水

被害の低減等のため、漁港海岸

保全施設の嵩上げや耐震対策、

長寿命化対策の実施に要した経

費。 

 

市町営水産物供給基

盤機能保全事業費 

２億６,１６４万１,０００円 

 

老朽化が進む市町営漁港施設

等において、施設機能の回復及

び保全に必要な工事等を実施す

る市町を支援するために要した

経費。 
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第８目 海区漁業調整委員会費（374 頁） 

予算現額       1,742 万 4,000 円 

支出済額       1,496 万 5,243 円 

不用額        245 万 8,757 円 

 となっております。 

  支出済額の内訳は、次のとおりです。 

事 業 目 支 出 済 額 説   明 

漁業調整委員会総務

費 

１,４９６万５,２４３円 漁業法による海面漁業の調整

機構である海区漁業調整委員会

の運営に要した経費。 

 

 

 

第９目 内水面漁場管理委員会費（376 頁） 

予算現額         472 万 1,000 円 

支出済額         330 万 7,973 円 

不用額         141 万 3,027 円 

 となっております。 

  支出済額の内訳は、次のとおりです。 

事 業 目 支 出 済 額 説   明 

内水面漁場管理委員

会総務費 

３３０万７,９７３円 漁業法による内水面漁業の調

整機構である内水面漁場管理委

員会の運営に要した経費。 

 

 

 

 第 10 目 水産業試験研究費（376 頁） 

予算現額       9,866 万 6,000 円 

支出済額       9,781 万 8,511 円 

不用額        84 万 7,489 円 



 45 

 となっております。 

  支出済額の内訳は、次のとおりです。 

事 業 目 支 出 済 額 説   明 

水産業技術開発推進

費 

５,２０７万２,９５０円 漁業の産地間競争力や持続

性・安定性・効率性を高めるた

めの技術開発、漁業環境保全の

ための技術開発に要した経費。 

 

 

水産業試験研究管理

費 

４,５７４万５,５６１円 「三重県水産業及び漁村の振

興に関する基本計画」に基づい

た研究事業を推進するため、水

産研究所や所属船の維持管理等

に要した経費。 

 

 

 第 11 目 水産業経営対策費（378 頁） 

予算現額          2 億   316 万円 

  支出済額    1 億 7,871 万 6,415 円 

  不用額     2,444 万 3,585 円 

 となっております。 

  支出済額の主なものは、次のとおりです。 

事 業 目 支 出 済 額 説   明 

配合飼料価格高騰対

策緊急支援事業費 

６,７２２万４,０６３円 配合飼料価格の高騰により、

経営が逼迫している魚類養殖業

者の負担軽減を図るため、漁業

経営セーフティーネット構築事

業（配合飼料）に加入している

魚類養殖業者の負担経費の一部

を支援するために要した経費。 

 

漁業近代化資金融通

事業費 

５,５５５万７,３８０円 漁業者等の資本装備の高度化

を促進し経営の近代化を図るこ

と、固定化債務等の整理を促進

し経営の再建を図ること、早期

の災害復旧を図ること等を目的

として、漁業者に資金融通を行

う融資機関に対し、利子補給を

行うことに要した経費。 
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第 11 款 災害復旧費（476 頁）のうち、当部関係は、 

  予算現額     8,553 万 8,000 円 

  支出済額     4,814 万 2,600 円 

    繰越額        1,436 万 7,000 円 

    不用額        2,302 万 8,400 円 

繰越額は、施工に伴う協議・調整に不測の日数を要したため、やむ

を得ず繰り越したものであります。 

   不用額の主なものは、事業の実施精査に伴う事業費の減等による執

行残等であります。 

以下、項目ごとにご説明申し上げます。 

 

第１項 農林水産施設災害復旧費（476 頁） 

  予算現額     8,553 万 8,000 円 

  支出済額     4,814 万 2,600 円 

    繰越額        1,436 万 7,000 円 

    不用額       2,302 万 8,400 円 

繰越額は、団体営災害耕地復旧事業費で、施工に伴う協議・調整に

不測の日数を要したため、やむを得ず繰り越したものであります。 

不用額の主なものは、事業の実施精査に伴う事業費の減等による執

行残等であります。 

 

以下、農林水産施設災害復旧費の支出済額の内容をご説明申し上げ

ます。 
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第１目 耕地災害復旧費（476 頁） 

予算現額             3,647 万円 

支出済額      624 万 4,000 円 

繰越額        1,436 万 7,000 円 

不用額        1,585 万 9,000 円 

となっております。 

支出済額の内訳は、次のとおりです。 

事 業 目 支 出 済 額 説   明 

団体営災害耕地復旧

事業費 

６２４万４,０００円 農地・農業用施設の災害復旧

を迅速に行い、農業経営の安定

と食料の安定供給を図るために

要した経費。 

 

 

第２目 林野災害復旧費（476 頁） 

予算現額      3,256 万 4,000 円 

支出済額      3,256 万 4,000 円 

となっております。 

支出済額の内訳は、次のとおりです。 

事 業 目 支 出 済 額 説   明 

林道施設災害復旧事

業費 

   ３,２５６万４,０００円 令和３年及び令和４年に被災

した林道の復旧に要した経費。 

 

 

 

第３目 漁港災害復旧費（478 頁） 

予算現額      950 万 4,000 円 

支出済額      933 万 4,600 円 

不用額        16 万 9,400 円 
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となっております。 

支出済額の内訳は、次のとおりです。 

事 業 目 支 出 済 額 説   明 

県営漁港施設等災害

復旧事業費 

   ９３３万４,６００円 災害により被害を受けた漁

港、海岸及び漁場施設の機能を

速やかに復旧するために要した

経費。 

 

 

第４目 海岸災害復旧費（478 頁） 

予算現額          700 万円 

支出済額            0 円 

不用額           700 万円 

となっております。 

不用額は、海岸保全施設にかかる災害復旧事業の実施が無く執行しな

かったことによるものであります。 

 

以上が、農林水産部所管の一般会計令和４年度歳入歳出決算の概要で

ございます。 

 

引き続き、特別会計につきまして、ご説明申し上げます。 

 

 三重県就農施設等資金貸付事業等特別会計歳入歳出決算事項別明細書

（544 頁）につきまして、ご説明申し上げます。 

 この会計は、過去に農業者に対して貸し付けた農業改良資金と就農施

設等資金の償還管理を行うものであります。 
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【歳入決算】 

  まずは、歳入決算について、ご説明申し上げます。 

歳入につきましては、一般会計からの繰入金、前年度からの繰越金、

貸付金元利収入等の諸収入であります。 

  予算現額      7,183 万 7,000 円 

  調定額       1 億   774 万 5,738 円 

  収入済額       7,187 万 4,735 円 

  収入未済額       3,587 万 1,003 円 

 収入未済額は、農業経営の悪化等により、貸付金等の償還が滞った

ものであり、これらについては分割納付等により、債権回収に努めて

いるところであります。 

 

【歳出決算】 

  次に、歳出決算について、ご説明申し上げます。 

歳出につきましては、一般会計への繰出金、国への償還金等であり

ます。 

  予算現額      7,183 万 7,000 円 

  支出済額      3,806 万 4,110 円 

  不用額       3,377 万 2,890 円 

  不用額の主なものは、予備費の不執行であります。 

 

  次に、三重県地方卸売市場事業特別会計歳入歳出決算事項別明細書

（552 頁）につきまして、ご説明申し上げます。 
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この会計は、公正で効率的な取引を通じて、県内の消費者に安全で

多様な生鮮食料品を安定的に供給するとともに、生産者の安定した販

売ルートを確保するため、三重県地方卸売市場の運営等を行うもので

あります。 

 

【歳入決算】 

  まずは、歳入決算について、ご説明申し上げます。 

歳入につきましては、使用料及び手数料、一般会計からの繰入金、

前年度からの繰越金、負担金徴収等による諸収入、県債であります。 

  予算現額         2 億 6,446 万 8,700 円 

  調定額      2 億 8,217 万 2,372 円 

  収入済額     2 億 7,752 万 7,136 円 

  収入未済額        464 万 5,236 円 

  収入未済額は、既に退場した業者の施設使用料等で、経営不振によ

る滞納であり、分割納付等により引き続き債権回収に努めてまいりま

す。 

 

【歳出決算】 

  次に、歳出決算について、ご説明申し上げます。 

歳出につきましては、市場一般管理費の他、市場施設の整備及び保

守管理に要する施設管理費、県債償還金であります。 

  予算現額    2 億 6,446 万 8,700 円 

  支出済額    2 億 5,934 万 8,508 円 

  不用額     512 万   192 円 
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 不用額の主なものは、工事請負費の入札差金等による執行残であり

ます。 

 

次に、三重県林業改善資金貸付事業特別会計歳入歳出決算事項別明

細書（560 頁）につきまして、ご説明申し上げます。 

  この貸付事業は、林業・木材産業経営者等の経営改善、労働災害防

止及び林業後継者育成のための貸付等を行うものであります。 

 

【歳入決算】 

  まずは、歳入決算について、ご説明申し上げます。 

歳入につきましては、一般会計からの繰入金、前年度からの繰越金、

貸付金元利収入等の諸収入であります。 

 

 予算現額       5 億 8,866 万 9,000 円 

 調定額       5 億 8,866 万 1,338 円 

 収入済額      5 億 8,819 万 1,392 円 

不納欠損額      46 万 9,946 円 

 不納欠損額は、林業・木材産業改善資金貸付金に係る違約金で、三

重県会計規則等に基づき不納欠損を行ったものです。 

 

【歳出決算】 

  次に、歳出決算について、ご説明申し上げます。 

歳出につきましては、木材産業等高度化推進資金貸付金等でありま

す。 
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  予算現額      5 億 8,866 万 9,000 円 

  支出済額     4 億 3,083 万 7,160 円 

  不用額      1 億 5,783 万 1,840 円 

  不用額の主なものは、貸付金の執行残及び予備費の不執行でありま

す。 

 

次に、三重県沿岸漁業改善資金貸付事業特別会計歳入歳出決算事項

別明細書（570 頁）につきまして、ご説明申し上げます。 

  この貸付事業は、沿岸漁業従事者の経営改善、生活改善及び青年漁

業者等養成のための貸付等を行うものであります。 

 

【歳入決算】 

  まずは、歳入決算について、ご説明申し上げます。 

歳入につきましては、前年度からの繰越金、貸付金元利収入等の諸

収入であります。 

 予算現額     2 億 7,506 万 8,000 円 

 調定額      3 億   175 万 9,177 円 

 収入済額     2 億 7,462 万  474 円 

 収入未済額  2,713 万 8,703 円 

  収入未済額は、漁業経営の悪化等により、貸付金の償還が滞ったも

のであり、これらについては分割納付等により、債権回収に努めてい

るところであります。 
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【歳出決算】 

  次に、歳出決算について、ご説明申し上げます。 

歳出につきましては、事業にかかる事務経費であります。 

  予算現額     2 億 7,506 万 8,000 円 

  支出済額             14 万 7,282 円 

  不用額      2 億 7,492 万   718 円 

  不用額の主なものは、貸付金及び予備費の不執行であります。 

 

 以上が、農林水産部所管の特別会計令和４年度歳入歳出決算の概要で

ございます。 

 

 以上をもちまして、農林水産部所管の令和４年度一般会計及び特別会

計の歳入歳出決算の概要説明を終わらせていただきます。 

 なにとぞ、よろしくご審議いただきますようお願い申し上げます。 

 

 


